
| 三社 、 一 社神棚の 千 木 の付け 方

| 千本 ゃ)の 付け方 _ 療 し 千 木ほ*)の 付け 方

神棚上部 棟木の潮に 千 木を取り 付けます 。 神棚上 部 屋根 の 穴に 千 木 を 取り 付けま

押し込む際に少し処 屈で す が 、ギュ ッ と 押 す 。 千 木と穴 の 形が 違いますが 、 千 木 の角 活半ry寺し 込ん で下さ い。 を つぶ し な が ら 入れる こと に より 固定さ

れます。

| ※ 千 木は上 記 2 タイプご ざい ます。 神棚 を

確認し上記 千 木を取り 付け てくだ さい 。

※千木が無い 神棚 もござい ます 。
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| 神 角 の 購入 ・ オンラ イン ショ ッ プ の 案内 |

| イン ター ネッ ト か ら も ご注文可能。全 国 配送 致します。 日々の神 僕も、ご 購入いただけ ま す 。

| 神棚の里 本店
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神棚の単 神棚の里 公 式 YouTube チャンネル に て 、 神 社での 3
お 参り の作法 や、 神 棚 のまつ り 方などを 紹介 し て いま す
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| 引 神棚の里 本店

| 上 神棚の里 静岡店

引 神棚の里 渋谷ヒカリ エ店

| 引神裕の里 日 本 橋コレド室 町店



神鍼

神さま が和 宿る依 代 の一 つとされています

料(ミさかき)

神さまがおわす神聖な域と、
人間 界 の境界を 示します

お神酒(ぉおみま)

五穀豊和本の 意味を持ち 、

米でできた神聖な飲み物です

家 の 中 で明る く清らかな 場所を 選びます 。 南 か東向き

に し て 、 見 上げ る 程度 の 高 さ が 理想 。そうし た 場所 が

な い 場合 は、最 良 と 思われる 場所を 選び まし ょ う 。

集合 住宅や戸建ての 一 階 部分 にまつ る 場合 は 、「 神棚

の上は 空である 」 と 意味する|「 雲 ]の字 を貼ること も 。

「 雲 」 文 字は 、 神棚と 共に 購入 可能です 。

お衝 札の入れ 共 えぇ時期お 神札の納め方
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三 社 造 り

お 神札には順序が あり ます。神棚 が三社 造り( お神札を

三 つ 並べて納めるタイ プ ) の 場合 、最上位 (中 央 ) が 、

伊勢神宮 の 「 神 宮 大 麻 ]、 右 は 氏神さま 、 左に 祭 散する

神社 の順 で 納めます 。 一社 造り(お 神札 を 重ねて 納める

タイ プ ) の 場合 は 、 神 宮 大 麻、氏 神さま 、 崇敬神社の

順に 重ね まし ょ う 。

ーー 年 間 おまつ り し た お神 札 は 、年 末 に 神社に 納め 、

一 年のご加護を感謝し まし ょ う 。 初語の際に、 新しい

お 神 札 をいた だき、神棚も新調、新たな気分で新年を

迎えましょう。

水

神さま が飲むお水。

で きれはほ毎 日取り 換えまし ょ う

米

米 は 神さまが 育て た 穀物 ときれる

大 切なお供え物です

生。 五穀 豊根への 感謝を表すお供え物。
米 に も 同様の意味があり ます

生活 様式や生活 のリズ ム に合わせ、 無理 な くおま つり

しまし ょう。 毎 月 1 日、15 日にお 供えを 、 水、 米、 塩 の順に

供えると 、清々し い気分で 一 日が 迎えられ ます 。

お 正月や家族にとっ て大 切な 日 に 、酒 や季節の野菜、

果物などを 供える こと も あり ます 。 お 供えは 、 神 さま

か ら のお下がり と し て早めに食し ましょ う 。


